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１．はじめに  
現在，支間長100mクラスの橋梁のコスト競争力において鋼橋はPC橋に劣っていると考えるのが主流である．

鋼橋の競争力を高めるためには，同スパンの鋼橋に一般的に適用される箱桁橋の合理化・省力化により，材

料費や加工費などの低減が必要である．そこで本研究では材料面からのアプローチとして降伏強度 500MPa を

有する溶接・加工性に優れた高強度鋼 1)を用い，構造面からのアプローチとして薄肉少補剛設計を施した合

成ハイブリッド細幅箱桁橋を提案する．国内においてハイブリッド桁の実橋適用事例は少なく，また桁形状

として無補剛細幅箱桁を用い，部材構成として合成ハイブリッド桁を用いた桁に対する耐荷特性評価は，こ

れまでほとんど実施されていない．以上のことから降伏強度 500MPa 以上の鋼材を用い，薄肉少補剛設計を施

した合成ハイブリッド細幅箱桁モデルを製作し，正曲げ耐荷特性を実験的に把握することを本研究の目的と

する． 
２．実験概要 

供試体の諸元は，検討対象橋梁の概ね 1/4程度とした．図１に検討 
対象橋梁の断面図を示す．供試体の桁に関しては，残留応力に対す 
る検討を省略する意味でウェブの鋼板厚は 6mm，ウェブ高さ 850mm， 
ウェブ間隔 300mmの細幅箱桁、桁長は 6200mmとし，その中央部に 
アスペクト比α=3.0（ダイヤフラム間隔 2550mm／ウェブ高さ 850mm 
）の無補剛箱形の試験パネルを持つ供試体を製作した．また RC床版 
に関しては，実橋合成桁における塑性中立軸位置が縮小寸法での鋼桁 
内の同程度の高さになるように，床版断面（厚さ 160mm，床版幅 700mm）を決定した．薄肉少補剛設計に関
しては，別途行った解析の結果より，幅厚比（b/t）は JSSCハイブリッド桁指針規定（b/t=109）2)ならびに道
路示方書規定（b/t＝123）よりも大きな値（b/t＝142）を採用し，アスペクト比（α＝a/b）は道路示方書規定
（α≦1.5）ならびに JSSCハイブリッド桁指針規定（α≦2.0）を越える値（α＝3.0）とした．合成ハイブリ
ッド桁に関しては，引張フランジのみに高強度の鋼材（SM570-TMC）を使用し，圧縮フランジとウェブには低

強度の鋼材(SM490Y)を使用した．表１に供試体の諸元を示す． 
 
 
 
 
 
 

ここでは試験区間支間長は 5000mmにて設置し，その両端に載荷桁を接 
合し，3000kNジャッキ 2台によって端部に鉛直荷重を載荷することで支 
点間に等曲げモーメントが発生するように実施した．弾性域での 2回予 

備載荷を繰り返し，荷重-たわみ関係が安定した後に本載荷を行い終局状 

態まで荷重を漸増させた．実験装置の都合上，供試体は上下反転させて 
載荷装置にセットした．図２に載荷概要を，図３に供試体と載荷装置の 
様子を示す． 
３．実験結果と考察  

(1)鉛直変位 
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表１ 供試体の諸元 
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試験区間中央のたわみと作用荷重の関係を図４示す．まず低強度のウェ

ブが降伏し，続いて引張フランジが降伏し，最大荷重を迎えた時点でコ

ンクリート床版の圧壊が生じ，直後にウェブの座屈が発生し，急激に耐

荷力が喪失した．降伏荷重を越えた後も，全塑性状態に至るまで荷重が

増大し，安定な耐荷－変形が得られた． 
 (2)ひずみ分布 
供試体中央断面のウェブの曲げひずみ分布を図５に示す．弾性挙動時に

は平面保持が成り立っており，また終局時には鋼桁引張側の塑性領域が

広がり，中立軸が床版との結合部近辺に移動し，鋼桁のほぼ全域で引張ひずみが発生していることがわかる．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) ウェブの面外方向たわみ 
図６からウェブの面外方向たわみは最大荷重時までは 2mm程度の 
小さな値であり，ほとんど生じていないことがわかる． 
(Li , Riは図５中の面外方向たわみを示す．) 
(4) 曲げモーメントと曲率の関係 
図７に曲げモーメントと曲率の関係を示す．曲げモーメントは載荷 
荷重の値から換算し，曲率は試験区間の桁上下面位置での軸伸び／ 
縮みを用いて算出した．  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．まとめ 

(1) ウェブ及び引張側フランジが降伏しても曲げ耐力は低下せず，載荷荷重は終局時まで増加し続けた． 

(2)薄肉ウェブが先行して座屈することなく，コンクリート床版の圧壊後にウェブが座屈した(図８)． 

以上より，今回，降伏強度 500MPa 程度の高強度鋼材を用いた合成ハイブリッド細幅箱桁に採用した薄肉少補

剛設計(b/t=142,α=3.0)は実用上問題はなく，支間長 100m クラスの鋼橋の合理化に貢献できる． 
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図８ 破壊状況 
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図５ ウェブの軸方向ひずみ分布 
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図６ ウェブの面外方向たわみ 
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図７ M-φグラフ 
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図３ 供試体と載荷装置 

図 4 荷重‐変位曲線 

土木学会第60回年次学術講演会（平成17年9月）

-54-

CS2-005


